
 

 

 

 

 

 

 

2026年 3月号（第 257号） 

 「高齢社員に活躍してもらうには定年引上げがベスト」 

 定年引上げの流れが、加速しています。ホームセンターを全国的に展開しているカインズは、3 月1

日から 65 歳に定年を延長しました。令和 7 年（2025年）度「高年齢者雇用状況等報告」の集計結

果によると、「定年引上げ措置」を導入した企業は、前年よりも2.3 ポイントも上昇し、31％となって

います。10 年前の2015 年は15.7％だったので、この10 年で15％以上も増えているのです。 

 60 歳以降の賃金処遇も改善されています。定年を引き上げていない企業でも、給与は現役並みとい

うところが増えています。例えばスズキは、60 歳以上の再雇用者の基本給を現役並みに変更しまし

た。定年延長を検討中とした上で、「専門的な技術や知識にたけたシニア社員に意欲的に活躍してもら

う」ためとしています。 

 今回は、65 歳以上に定年を引き上げ、高齢社員の活躍を推進している3 社を紹介します。 
                    

 

 

65歳以上への定年引上げは時代の流れ 
 

■働きがいの高い企業を目指す■ 

 TIS 株式会社（システム開発等情報サービス業 東京都新宿区）は、2019 年 4月に選択定年制

（60 歳、63 歳、65 歳）を導入しました。本制度を導入することで、中高年期の社員が長く活躍でき

意欲的にその能力を発揮できる環境を整え、会社としても高いノウハウと能力を持つ人材に意欲的に活

躍してもらうことで、企業体力の強化と更なる成長を目指すとしています。 

 10 年前、IT企業の多くが「40 代後半になると日進月歩の技術についていけないし、雇用も難し

い」という姿勢でした。この10年間で IT業界の高齢者活用の進展には隔世の感があります。 

【定年後も処遇面で現役並みを継続】 

 同社では、以前は、55歳から処遇と職責が低減し、定年後は更に下がるという仕組みでした。それゆ

え55歳以降はモチベーションが大幅に落ち込み、再雇用率も40％弱にとどまることもありました。 

65歳定年制導入を機に、年齢に関する処遇規制をなくし、「実力主義」を貫ける人事制度に変更しま

した。貢献度に変更がなければ、処遇も変更なしにしたのです。更に 2020 年 4月には、「70 歳まで

の再雇用制度」を導入しました。一定の条件を満たした社員は、70 歳まで処遇が変わらないまま 1年

単位で継続するとしています。 

【柔軟で多様な働き方を推進】 

 高齢社員を初めとして、社員一人ひとりの働く意識の違い、様々な生活環境、業務環境の違いなどに

よる「多様な働くニーズ」を踏まえ、柔軟にいきいきと働くための環境整備を行っています。 

フレックス勤務、自己都合による時差出勤や勤務中の一次業務中断、多様なライフステージに応じた

短時間勤務制度など、自律的に働き方を選択できます。例えば、コアタイムなしのフレックス勤務制度

を利用できます。開始時間（５:00～20:00）終了時間（7:00～22:00）の間で、1 日の所定労働時

間最少の２時間から7 時間の間で利用できるようになっています。 

【健康経営を推進】 

 健康はすべての活動の基盤です。同社では、「社員の人生の質向上」を目指し、ワークライフバラン

スや心身の健康を高める施策を拡充しています。社員の健康情報を理解し活用する力を向上させるため

の情報提供やセミナーの実施、労働時間の適正化に取り組んできました。特に2019年度から導入し 
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（今月の言葉）６５歳以上への定年引上げは時代の流れ 

①働きがいの高い企業を目指す 

②高齢者の体力的負担を軽減し質の高いおもてなしを実現 

③定年を廃止、ベテランの活躍を推進 



た「勤務間インターバル制度」（11 時間）では、睡眠の重要性を繰り返し、社員に伝えています。 

 同社は、経済産業省と日本健康会議の「健康経営優良法人ホワイト 500」に 7年連続で認定されて

います。 
 

■高齢者の体力的負担を軽減し質の高いおもてなしを実現■  

 株式会社大観荘（旅館業 福岡県筑紫野市）は、1995年に65歳定年制、更に2015年には「本人

に働く意思があり、健康状態に問題がないこと」を条件としながらも実質希望者全員が70歳まで働ける

制度を導入しています。 

 旅館・ホテル市場は、インバウンドの増加等により活況を呈し、それに伴い労働力不足が深刻となって

います。同社はいち早く高齢者活用に取り組み、それに対応しています。 

【体力的な負担軽減策を推進】 

 客室は和室が多く、布団を敷いたり上げたり、また部屋の清掃を行ったり、かなり肉体的負担が大きい

仕事です。これらの仕事は学生アルバイトに任せるなどして、高齢従業員は接客に専念できるようにしま

した。また、和室の宴会場は、体を曲げて座卓に料理を置くなど負担が大きいものでした。そこをカーペ

ット敷きにし、イスとテーブルで宴会ができるようにしました。 

 短時間勤務制度も導入しています。短時間勤務者は早朝の朝食準備や宿泊者が多くなる週末の業務を担

当しており、業務繁忙期のフルタイム勤務者の負担を軽減しています。 

【定年後も変わらず処遇】 

 同社の賃金体系は、年功重視で、賃金や賞与に大きな差はつけていません。65歳定年後も勤務形態や

担当業務、役職に変更がなければ、定年前と変わらない賃金と役職手当が支給されます。短時間勤務に変

わった場合は時間給制となりますが、地場水準よりも高く設定し、昇給もあり賞与も支給されます。 

 退職金は、60歳から65歳に支給日が変更されましたが、60歳以降の勤務を反映して支給額が増加

するため、従業員の不満は出ませんでした。定年後の継続雇用を希望する者は、65歳以降の退職時に受

け取ることもできます。 
 

■定年を廃止、ベテランの活躍を推進■ 

 五條運輸株式会社（貨物運送業 奈良県大和郡山市）は、2017 年に定年を廃止しました。10 数年

前までは、従業員は15名程度でしたが、現在は150名を擁する規模に成長しています。会社の成長

に貢献してきた従業員に応え、同時にドライバー不足、労働力不足に備えるため、定年制廃止を決断し

ました。高齢者の働きぶりも高く評価し、健康な高齢者を戦力として長く活用することが経営に資する

と考えたのです。 

【高齢者の知恵の伝承と資格取得の奨励】 

 同社では、高齢者の強みは、仕事に対する真摯な姿勢だと考えています。高齢者は手を抜かず、要所

を抑え、任された仕事をしっかり果たしてくれます。こうした高齢者の強みや経験、ノウハウを若手に

伝承することに力を入れています。 

 また、業務に必要な資格（玉掛け作業者、高所作業者、障害者職業生活相談員など）取得を奨励して

います。受講費用は全て会社負担です。定年廃止により高齢者も戦力として活躍してもらいたいと考

え、60 歳を超えた従業員にも資格取得を奨励しています。 

【安心・安全な職場づくりを推進】 

 同社も「健康経営優良法人（中小規模法人部門）」認定証を 2022 年、2023 年取得しています。朝

礼ではラジオ体操の後、全員で一言コメントし、その様子で健康状態を把握する等、平素から従業員の

健康管理に努めています。 

 運送や倉庫内での労災防止にも努めています。事故データを収集、分析し、全社的な事故防止の取組に

活かしています。特に倉庫作業での熱中症対策に力を入れています。水分補給用の飲料の常備、スポット

クーラーの配置など行い、休憩もこまめに取っています。また安全な輸送のための取組が認められた事業

所が認証されるGマーク（公益社団法人全日本トラック協会の認証制度）取得も進めています。 
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